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論文内容の要旨

本論文は，有限の天然資源である石油の有効利用とも関連して基礎的研究の確立が強く求められて

いる多脂環炭化水素類のうち，最近とみに注目されている新しいタイプの多脂環炭化水素類に着目し，

シクロブタン環のまわりに三つの脂環が三次元的に縮合した新しい多脂環シクロブタン類(系 [llJ化

合物)をとりあげその光反応による簡便な合成法に関する研究成果をのべるとともにえられた系 [llJ

化合物のマススベクトルおよび光分解挙動を明らかにしたものである。その内容は緒論をふくむ 6 章

からなっている。

第 1 章では，本研究の目的およびその意義についてのべるとともに，合成法に関する検討をおこな

った。すなわち本合成のためには双環性エノンと脂環式オレフインとの光環化付加反応および双環性

オレフィンと環状エノンとの光環化付加反応、の二つが有用な手段となりうることを考察し，ピシクロ

[4 ・ 3 ・ oJ ノナー 1 ( 6 )ーエンー 7 ーオン，ピシクロ[ 5 ・ 3 ・ oJ デカ- 1 ( 7) ーエン -2 ーオン，

およびム叩ーオクタリンを反応基質としてとりあげことをのベた。

第 2 章では，ビシクロ [4 ・ 3 ・ oJ ノナ-1 ( 6 )ーエン -7 ーオンを双環性エノンとしてとりあげ，

脂環式オレフィン類との光環化付加反応により新しい四環性および七環性多脂環化合物(系 [ll J化合

物)が立体選択的かっ定量的にえられることを明らかにした。

第 3 章では，従来光反応性の明らかにされていないピシクロ[ 5 ・ 3 . 0 J デカー 1 ( 7 )ーエン -2

ーオンを双環性エノンとしてとりあげ，まずその光環化付加反応性を明らかにした。つぎに脂環式オ

レブイン類との光環化付加反応により系 [ll J化合物が好収率でえられることを明らかにした。

第 4 章では，従来光環化付加反応の知られていないム附ーオクタリンを双環性オレフインとしてと
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りあげ，環状エノンとの光環化付加反応が系 CllJ化合物の有用な合成手段となりうることを明らかに

したO

第 5 章では.系 CII J化合物の特異な分解挙動を明らかにした。まず\マススペクトルではシクロブ

タン環の開裂が優先することを明らかにし，つぎにジオキサン一水およびメタノール中の光照射では

カルボニル基のα-開裂にともないカルボン酸誘導体が定量的に生成することを明らかにしたD

第 6 章では，上記の結果を総括した。

論文の審査結果の要旨

最近，有限の天然資源である石油の高度利用に関連して石油中に多量に含まれる多脂環炭化水素の

有効利用が強く求められるようになってきたが，多脂環炭化水素の基礎的研究すらほとんどなされて

いないのが現状である。

本論文はまず多脂環化合物として三次元的に広がった環構造をもっプロペラン化合物に注目し，新

しい高次プロペラン誘導体である多脂環シクロブタン類を種々の環状エノンと環状オレフインとの光

環化付加というざん新な合成過程により合成し，ついでそれら一連の三次元化合物の脂環聞の空間的

相互作用に起因する圧縮効果をマススペクトル解析や光分解挙動の詳細な検討から明らかにしている。

以上の結果は，多脂環炭化水素の物性解明に貴重な知見を提供するものである。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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